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業平さくら通り（全長1.59km）
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』

4/13 県議会議員選挙
4/27 市長・市議会議員選挙

問い合わせ
選挙管理委員会　138-2100

※開票は、各投票日の午後９時15分から

芦屋市総合公園開園記念
イベント参加者募集

イベントスタッフ
ボランティア

募集①

市民の市民による市民
のためのイベント
　あなたもスタッフと
して参加しませんか？ 募集②

テープカット

目指せ、世界最長！
最多人数のテープカット
参加無料！テープは記念
　品に加工してお持ち
　　帰りいただけます

フリーマーケット

参加者・参加業者の皆さんを
お待ちしております。
　 ①フリーマーケット　
　 ②グリーンバザール
  　　　  （植木市）

募集③

○開園記念式典・長大テープカット　　　

○みんなで歌を歌おう「この町が好き」

○公園アドベンチャー・公園探検

○あしや楽市楽座

○花とみどりとアート

○スポーツ＆ゲームコーナー

イベント

わいわいワクワク公園びらき

５月３日(土)
午前10時～午後３時

会場　芦屋市総合公園
◇アクセス◇阪急バス71系統

潮風大橋南バス停下車

問い合わせ　公園緑地課　　
138-2065(〒659-8501  精道町7-6)

◆申し込み◆
４月18日(金)までに、
はがきまたは電話で、
下記へ。

投票は午前７時から午後８時まで
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問い合わせ　女性センター　138-2023 (〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階)
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住
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登
録
ま

た
は
外
国
人
登

※交付時間は、いずれも午前９時から午後５時まで。
※上記期日に交付を受けられないかたは、高年福祉
課窓口で随時交付します。

奥山・奥池町・奥池南町・六麓荘町・朝日ヶ丘町・
山手町・山芦屋町・岩園町・東山町　

東芦屋町・西山町・三条町・翠ヶ丘町・親王塚町・
大原町・船戸町・松ノ内町・月若町

西芦屋町・三条南町・楠町・上宮川町・業平町・前田
町・清水町・打出小槌町・春日町・宮塚町・茶屋之町・
大桝町・公光町・川西町・津知町・打出町・南宮町　

若宮町・宮川町・竹園町・精道町・浜町・浜芦屋町・
平田北町・大東町・西蔵町・呉川町・伊勢町・松浜町

平田町・新浜町・浜風町・高浜町・緑町・若葉町・
潮見町・陽光町

４月24日(木)・25日(金)

４月14日(月)・15日(火)

４月16日(水)・17日(木)

４月18日(金)・21日(月)

４月22日(火)・23日(水)

一般競争入札の結果について

問い合わせ  契約検査課  138-2012

　芦屋市火葬場建替工事の入札を平成15年１月28日に行いました。
入札結果は下表のとおりです。

入札業者名 入札金額(円)
㈱新井組 262,000,000
淡路土建㈱ 267,000,000
㈱岡工務店 265,500,000
㈱神崎組 261,000,000
ジェイオー建設㈱ 263,000,000
塩谷運輸建設㈱ 264,500,000
㈱進藤組 267,000,000
㈱永瀬 259,600,000
㈱浜田組 278,250,000
㈱林建設 266,000,000
林建設工業㈱ 260,000,000
㈱益田工務店 260,000,000
三日月建設㈱ 261,500,000
湊建設工業㈱ 265,000,000

◇予定価格(市の見積価格)
          269,200,000円
◇最低制限価格(適正な工事
の履行を確保するために
設定した契約締結の最低
価格) 215,360,000円

＊入札金額、予定価格および最低

　制限価格は税抜き金額

　以上の結果、㈱永瀬と請負
金額272,580,000円（消費税相
当額12,980,000円を含む）で１
月3 1日仮契約を締結し、３月
３日市議会の議決を得て本契
約を締結しました。

固定資産課税台帳の縦覧

期　間　４月１日～６月２日(土・日・祝日を除く)
時　間　午前９時～午後５時15分
会　場　市役所南館１階　課税課南相談室
縦　覧　原則として固定資産の所有者かその代理人
※本人確認のため、前年度の納税通知書、運転免許証、健康保険
証等を持参ください。代理人のかたは委任状も必要です。

※今年度から、土地の納税者は本人以外の土地、家屋の納税者は
本人以外の家屋の評価についても縦覧帳簿により、縦覧できる
ようになりました。

第20回ひょうご花と緑のコンクールで受賞

問い合わせ　公園緑地課　138-2065

　「花と緑につつまれた美しい県土づくり」を進めるため兵庫県等
が主催するコンクールに、芦屋市からは16件の応募がありました。
　そのうち下記の個人や学校園等が各賞を受賞し、３月６日に淡路
島の国際会議場で表彰式が行われました。
◇兵庫県名誉花壇賞　岩田英子(東芦屋町)／(財)兵庫県園芸・公園
協会理事長賞　浜風幼稚園／兵庫県連合自治会賞　芦屋ハイタウン
自治会／兵庫県立フラワーセンター園長賞　伊勢幼稚園、朝日ヶ丘
小学校、精道小学校、芦屋花とみどりの会／兵庫県立フラワーセン
ター賞　小城朋子、小槌幼稚園、アステム芦屋Ａ・Ｂ棟管理組合

問い合わせ　課税課固定資産税担当　138-2017

固定資産課税台帳に登録された
価格に関する審査の申出

　固定資産課税台帳に登録された価格に不服がある場合は、４月１
日(火)から納税通知書の交付を受けた日後60日までの間、文書により
芦屋市固定資産評価審査委員会に審査の申出をすることができま
す。納税通知書の発送は、５月初旬の予定です。

問い合わせ　芦屋市固定資産評価審査委員会　138-2102

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

狂犬病予防注射と
犬の登録のお知らせ

問い合わせ　環境管理課　138-2050

  次の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を行いま
す。費用は、登録済みの犬は3,200円、新規登録の
犬は注射と登録費をあわせて6,200円です。

※注射の前には、必ず犬の健康状態を確認しておいて
ください。(登録済みのかたは、通知はがきを持参)

※以前に予防注射によりアレルギーやけいれん発作を起
こしたことのある犬、老犬(10歳以上)、妊娠犬、攻撃
性のある犬等は、事前に動物病院にご相談ください。

※会場に来られない場合は、必ず６月末日までに動物
病院で受けてください。

集合注射日程表
　　　時　間 午後１時15分 午後２時45分
日　程 　～２時15分 　～３時30分
４月14日(月) 旧山手幼稚園前 楠公園
４月15日(火) 呉川公園 山麓公園
４月16日(水) 岩園保育所東側 津知公園
４月17日(木) 中央公園 三条公園
４月18日(金) 東芦屋公園 奥池バス停前

　　●鑑札を犬の首輪に着けましょう●
鑑札の番号から飼い主がわかります。
犬が迷子になった時は、次の３カ所
すべてに、すぐにご連絡ください。
◇市役所環境管理課　138-2050
◇芦屋警察署　123-0110
◇兵庫県動物愛護センター　106-6432-4599　

人間ドック検査料を助成します

　芦屋病院が実施する１日人間ドックの「成
人病検診」( 月・金曜日) コース・「成人病・
がん

癌検診」(水曜日)コースの検査料助成の上期
申請を受け付けます。
◇対　象　次の要件にすべて該当されるかた。
①申請時において、１年以上継続して芦屋市
の国民健康保険に加入されているかた
②昭和43年４月２日以前生まれのかた
③申請時、納期限の過ぎている保険料に未納
がないかた
◇検査日　４月７日から９月29日までの月・
　水・金曜日(国民の祝日は除く)
◇定　員　各日３人＜先着順＞
◇助成内容(①検査料金②助成金額③個人負担額)
成人病検診①38,000円②26,600円③11,400円
成人病・癌検診①43,000円②26,600円③16,400円
◇検査項目

＊成人病検診ドック…身体計測、一般診察、
尿一般、便ヘモグロビン、胸部Ｘ線、心電図、
血清検査、血液一般、血液化学(肝機能、腎
機能、膵機能、糖質、脂質検査)、腫瘍マー
カー、食道・胃・十二指腸造影、腹部超音
波検査、直腸触診、乳腺触診、眼科検査、
耳鼻咽喉科診察、子宮癌検診(女性のみ)
＊成人病・癌検診ドック…上記の食道・
胃・十二指腸造影に代えて内視鏡検査を行
い、胸部ＣＴ検査が追加されます
◇申し込み　４月３日(木)から、国民健康　
　　　　　　保険証と印鑑を持って下記へ

問い合わせ
保険年金課保険担当　138-2035

固定資産課税台帳の閲覧

　４月１日から、借地・借家人のかたや１月２日以後新たに固定資
産の所有者となられたかたも、該当物件に限り、固定資産課税台帳
の閲覧ができるようになりました。評価証明書の発行もできます。
会　場　市役所南館１階　税務証明窓口
※本人確認のため、賃貸借契約書等、権利関係の証明できるもの
が必要です。代理人のかたは委任状も必要です。

問い合わせ　課税課固定資産税担当　138-2017

市内の動物病院
病  院  名 住   所 電話番号

フジタ動物病院 松ノ内町3-19 31-6500
ブル動物病院 茶屋之町3-2 23-5655
芦屋動物病院 打出小槌町9-1 22-3961
飯盛動物病院 南宮町12-24 38-5554
野口動物病院 東山町2-6 32-1551
みや動物病院 宮川町5-16 35-1007
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女性センターミニ展示

立松初子写真展「四季移ろう」

■日　時　４月１日～28日(土曜・日曜日を除く)
　　　　　午前９時～午後５時
■会　場　女性センター

講座の企画募集します
あなたの企画した講座で、一緒に学びませんか？
対　象　個人でもグループでも可(男女の別も問いません)
　　　　企画講座の講師による応募は、ご遠慮ください
内　容　女と男―バランスある社会への共生を探るもの
　　　　１企画１～２回の講座で、経費は１企画30,000円
申し込み　６月13日(金)までに、企画書(所定様式)を提出
選考方法　６月30日(月)午前10時から、企画者によるプレゼン

テーションを行い、優秀企画２点を決定
　　　　　※講座開催は15年中に実施のこと

女性センター４月の相談日

相談専用電話　　138-2022

専門の相談員が相談に応じます

●女性の悩み相談＜要予約＞　
　※今月から相談日は金曜日に変更します。
日　時　４・11・18・25日(金)午後１時～４時
内　容　夫婦・家族関係、心の悩みなど
●暴力(ＤＶ)に関する相談＜要予約＞
日　時　２日(水)午後１時～４時
内　容　夫や親しい関係にある男性からの暴力
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春の公民館講座　問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

【幼児教育学級】５月９日～６月11日(全６回・金曜日中心)10:00～
　11:30／30人／1,800円(別途材料費1,000円)／託児あり(１回300円)
　●内容「子育てを楽しもう」元神戸女子大学付属高倉台幼稚園園長・
　和田嘉子氏 ／「子育てネットワークを作ろう」神戸女子大学教授・
　戎喜久恵氏／「チャレンジ！ベトナム風おやつ作り」ベトナム料理
　シェフ・ギア グィン氏　ほか　
【いま、日本語がおもしろい】５月26日～７月７日(全６回・月曜日)
　10:00～11:30／100人／1,800円
　●内容「日本語記述のはじまり」神戸大学教授・魚住和晃氏／「知っ
　ているようで知らない漢字」神戸大学名誉教授・一海知義氏／「近
　代文学にみる文章の美しさ」神戸大学名誉教授・西垣勤氏　ほか
【ニュージーランドと日本】５月12日～９月８日(全５回・月曜日)　
　14:00～15:30／100人／1,500円
　●内容「大陸国家オーストラリア」「ニュージーランドの風土と生活」
　園田学園女子大学教授・田辺眞人氏　ほか
【楽しく生きるための講座】５月８日～６月12日(全６回・木曜日)　
　10:00～11:30／100人／1,800円
　●内容「兵庫の自然、あれこれ…」県自然保護指導員・近藤浩文氏／
　「あなたが輝くコミュニケーション術」元ＮＨＫアナウンサー・三
　浦行義氏　ほか
【健康を考える講座】５月10日～６月７日(全５回・土曜日)10:00～
　11:30／80人／1,500円
　●内容「食と健康」健康アドバイザー・大ぞの千恵子氏／「リハビリ
　の大切さ」おおくまリハビリテーション病院長・神代尚芳氏／「睡
　眠と健康」大阪府立健康科学センター医師・立花直子氏　ほか
【世界はニュースだけではわからない－時事経済解説－】４月26日～
　９月20日(全６回・土曜日)14:00～15:30／100人／1,800円
　●内容「イラク戦争と世界経済のゆくえ」立命館大学教授・関下稔
　氏　ほか
　※以降のテーマ・講師は直前回にお知らせします。
【文字入力ができるかたの「パソコン入門講座」】５月９日～６月６
　日(全５回・金曜日)13:15～15:15／18人／1,500円(材料費500円)／
　パソコンをもっと楽しむための次のステップ講座です。
　●内容　暑中見舞いのはがき・名刺作り・写真シール・メールなど

うえだ かつひろ

　人権擁護委員に植田勝博氏が再任されました

問い合わせ　人権推進担当　138-2055

　法務大臣から、弁護士・植田勝博氏(潮見
町在住)が人権擁護委員に再任されました。
　人権擁護委員による人権相談は、毎月第
２・第４火曜日の午後１時から４時まで、
市役所北館２階第２会議室で行っています。
　人権相談を希望されるかたは、人権推進担
当へ申し込んでください。

元気になるメッセージ�

人�芦�屋�の�

　
震
災
か
ら
八
年
の
芦
屋

の
風
景
を
見
て
歩
く
と
、
あ
の
瓦
礫
と
砂
塵

の
倒
壊
し
た
街
並
み
が
幻
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
時
が
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
の
人

生
で
最
大
の
経
験
で
あ
っ
た
震
災
体
験
が
次

第
に
薄
れ
て
い
く
こ
と
に
ふ
と
不
安
を
感
じ

て
し
ま
う
。

　
「
震
災
で
何
か
自
分
が
変
わ
っ
た
と
思
う

こ
と
は
？
」
と
い
う
質
問
に
ど
う
答
え
た
も

の
か
戸
惑
う
の
は
、
一
言
二
言
で
答
え
ら
れ
る

も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
も
確
か
だ
が
、
そ
れ

だ
け
で
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
も
同
じ
不
安

か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

　
被
災
直
後
は
物
や
お
金
へ
の
執
着
に
虚
し
さ

を
覚
え
た
が
、
そ
れ
も
数
カ
月
い
や
数
週
間
の

こ
と
、
家
族
の
絆
、
地
域
の
結
束
も
歳
月
と
と

も
に
ま
た
元
に
戻
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
震
災
関
係
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
報
道

メ
デ
ィ
ア
で
い
つ
も
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
る

「
命
の
大
切
さ
」
「
心
の
つ
な
が
り
」
と
い
っ

た
も
の
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
ん

と
う
に
そ
れ
ら
が
あ
の
体
験
か
ら
得
た
も
の
だ

ろ
う
か
、
ど
こ
か
し
っ
く
り
こ
な
い
。

　
そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
い
る
時
、
ふ
と
自
分

た
ち
が
何
気
な
く
口
に
し
て
い
る
言
葉
に
気
づ

い
た
。

　
「
あ
れ
は
震
災
の
前
や
っ
た
？
　
後
や
っ

た
？
」

　
ち
ょ
っ
と
昔
の
話
を
し
て
い
る
時
、
会
話
の

流
れ
で
自
然
に
出
て
く
る
の
だ
が
、
考
え
て
み

れ
ば
、
こ
れ
は
あ
の
震
災
を
体
験
し
た
人
た
ち

だ
け
が
共
有
で
き
る
言
葉
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
そ
れ
は
被
災
し
た
人
た
ち
の
人
生
の
中
に

確
実
に
刻
ま
れ
た
時
間
で
あ
り
、
前
で
あ
れ

ば
、
ま
だ
そ
ん
な
大
災
害
に
遭
う
と
は
思
っ
て

も
い
な
か
っ
た
日
々
の
こ
と
、
後
で
あ
れ
ば
、

あ
ん
な
後
で
も
そ
れ
な
り
の
日
常
が
あ
っ
た
こ

と
な
ど
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。
ひ
ょ
っ
と

し
て
、
そ
ん
な
些
細
な
こ
と
の
中
に
、
自
分
が

震
災
で
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
の
だ
が
。

●
大
森
一
樹(

お
お
も
り
　
か
ず
き)

氏

　
昭
和
二
十
七
年
生
ま
れ
。
昭
和
三
十

七
年
か
ら
芦
屋
市
在
住
。
高
校
時
代
か

ら
８
ミ
リ
映
画
を
製
作
し
、
大
学
在
学

中
の
昭
和
四
十
八
年
に
、
「
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド
急
行
」
で
劇
場
デ
ビ
ュ
ー
。
昭

和
六
十
一
年
「
恋
す
る
女
た
ち
」
で
文

化
庁
優
秀
映
画
賞
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー

賞
優
秀
監
督
賞
・
優
秀
脚
本
賞
受
賞
。

平
成
八
年
「
わ
が
心
の
銀
河
鉄
道
〜
宮

沢
賢
治
物
語
」
で
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞

優
秀
監
督
賞
受
賞
。
最
新
作
は
、
織
田
裕

二
主
演
の
「
Ｔ
・
Ｒ
・
Ｙ(

ト
ラ
イ)
」
。

　
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
平
成
十

五
年
三
月
号
ま
で
「
広
報
あ
し
や
」
を

飾
る
表
紙
写
真
を
監
修
。
平
成
八
年
、

芦
屋
市
民
文
化
賞
受
賞
。

　
現
在
、
メ
デ
ィ
ア
情
報
関
連
の
大
学

教
授
と
し
て
学
生
を
指
導
。

　
震
災
後
の
新
し
い
「
共
有
語
」

映
画
監
督
・
大
森
　
一
樹

■申し込み　往復はがきに
(複数の講座も１枚のはが
きで可)①講座名②住所③
氏名④電話番号⑤年齢⑥性
別を記入し公民館へ郵送。
■期限　４月10日(木)消印
有効。応募者多数の場合抽
選(市内在住優先)。定員に
満たない場合は、引き続き
先着順で受け付けます。
■受講料　講座の初回に各
講義室で。受講料は全回通
しの金額。受講料の返金は
できません。
■託児　２歳児以上就学前
の幼児。はがきに、託児希
望と記入してください。

開講記念講演会
■日時　４月19日(土)午後２時
～３時30分
■会場　ル
ナ・ホール
■テーマ　
人生をかけ
た夢－白瀬
南極探検隊
の実現まで　■講師　田辺眞
人氏(園田学園女子大学教授)
■申し込み 不要・直接会場へ

７月から粗大ごみの収集・処理手数料等が改定されます

品目・サイズごとに手数料が細分化

※粗大ごみ処理手数料一覧表は、広報あしや臨時号

「環境特集」(６月発行予定)に掲載します。

　今回「芦屋市廃棄物の減量および適正処理に関する条例」
が改正され、７月１日からは粗大ごみの収集・処理手数料の
品目表が88から233品目に細分化されることになりました。
　品目だけでなく大きさによっても料金が変わるようになり、
これまで有料であった電気ポットや炊飯器(３合炊き以下)な
どは、一辺30㎝未満のものが無料となるため「その他不燃ご
みの日」に出せることになります。
　また、事前に申し込みが必要なごみを明確に定めたほか、
一時に多量のごみが出る引越しごみなどの処理手数料(右表)
が定められ、いずれも７月から適用されることになります。
◆申し込みが必要なごみ◆
①家庭から出されるごみで、一日平均10㎏以上を出す時
②粗大ごみ(一辺が30㎝以上で破砕処理を要するもの、また
　は一辺が50㎝以上で破砕処理を要しないもの)を出す時
③家電４品目(テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機)を出す時
④引越しごみなど、一時多量ごみを出す時

引越しごみなどの
一時多量ごみの処理手数料

　１ ２トン運搬車１台に
つき荷台容積の３分　　12,000
の２を超えるもの

　２ ２トン運搬車１台に
つき荷台容積の３分　　 

 8,000の１を超え３分の２
以下のもの

　３ ２トン運搬車１台に
つき荷台容積の３分　　  4,000
の１以下のもの

問い合わせ　環境サービス課　122-2155

川村龍一プロデュース

ルナ・サウンド・クルーズ2003～ルナでスウィング～

問い合わせ　文化振興財団　131-4962

日　時　５月24日(土)午後５時開演(午後４時開場)
会　場　ルナ・ホール
出　演　北野タダオ＆アロージャズオーケストラ、
　　　　岸ミツアキ・トリオ、古閑みゆき(ヴォーカル)、
　　　　甲南ブラスアンサンブル(甲南高校)
　　　　＜司会＞川村龍一
入場料　前売り4,000円　当日4,500円＜全席指定＞
　　　　※前売り券完売の場合、当日券発売はしません。
　　　　※未就学児童の同伴、入場はご遠慮ください。
チケット発売所　モンテメール大蓄、市役所売店、文化振興財団事務所、
　　　　　　　　市民センター内グリル業平、チケットぴあ、ローソンチケット

3

NO 品　　目 金額(円)

水道の修理は「芦屋市指定水道工事事業者」へ

 夜間（17：00～9：00）水道修理工事当番表【4月】

問い合わせ　水道部工務課維持担当　138-2083

●平日の昼間は水道部へ
　お尋ねください。
●土曜日・日曜日・祝日
　は市役所(131-2121)
　へお尋ねください。
●夜間の修理は右の業者
　が待機しています。

前忠工業（株）

中央水道工務所

原田商会

越智商会

(有）大阪商会

西岡設備工業所

(資）神明商会

31-8548

22-3552

22-0706

22-3708

32-6302

22-6900

22-3565

店　名 TEL 当番日

１、７、13、19、25

２、15、21、27

３、９、22、28

４、10、16、29

５、11、17、23

６、12、18、24、30

８、14、20、26



問い合わせ　生涯学習課　138-2091

音楽のある街・芦屋 よみうりファミリーコンサート

◆
防
災
対
策

　
自
主
防
災
組
織
の
結
成
と
育
成
に
努
め
、

防
災
意
識
の
向
上
、
防
災
訓
練
等
を
実
施

し
、
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
ま
す
。

◆
消
防
行
政

　
予
防
業
務
に
重
点
を
お
き
、
立
入
検
査
、

防
火
指
導
お
よ
び
広
報
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　
消
防
用
設
備
等
の
設
置
義
務
対
象
物
の

拡
大
と
定
期
点
検
報
告
制
度
の
周
知
や
消

防
用
設
備
等
の
設
置
指
導
に
当
た
り
ま
す
。

◆
救
急
業
務

　
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制

を
構
築
し
、
救
急
救
命
士
の
再
教
育
に
努
め
、

救
急
業
務
の
高
度
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
交
通
安
全
対
策

　
学
校
園
で
の
交
通
安
全
教
育
の
充
実
と

交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

◆
環
境
保
全
の
推
進

　
「
芦
屋
市
環
境
保
全
率
先
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
、
環
境
負
荷
へ
の
低
減
に
向
け

平成15年度 施政方針の概要

問い合わせ　企画課　138-2009

　本市では、第３次芦屋市行政改革大綱の基本目標である「簡素で効率的な行政システム」
の構築をめざして、平成12年度から行政評価システムの調査研究に取り組んできました。平
成14年度に行政評価を試行実施しましたので概要をお知らせします。

　行政活動の目的を明確にし、活動の結果や成果がどうだったのか、一定の基準、視点に
そって評価し、行政運営の改善や施策の立案につなげる仕組みです。図のようなＰＤＣＡマ
ネジメントサイクルの定着を図り、簡素で効率的な行政運営を目標に取り組んでいます。

簡素で効率的な行政システム
の構築をめざして
問い合わせ　行政改革推進室　138-2005

※行政評価に関する情報は、市ホームページ、市役所北館１階行政情報コーナーでもご覧に
　なれます。

～華麗なる室内楽の調べ～
－ 仲道郁代と読売日本交響楽団弦楽メンバーによる －

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

活
気
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

生
活
環
境
づ
く
り

基本方針 芦屋市長  北村　春江

　
早
期
復
興
を
最
優
先
課

題
と
し
て
、
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
震
災
復
興
事
業

は
、
も
う
一
息
の
と
こ
ろ

ま
で
進
ん
で
い
ま
す
。
　

　
復
興
の
目
安
の
一
つ
で

あ
り
ま
し
た
人
口
の
回
復

　
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
教
育
に
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
社
会
の
多
様
化
の
中
で
人
々
の

教
育
に
対
す
る
考
え
方
も
多
様
に
な
り
、

学
校
教
育
、
家
庭
教
育
、
社
会
教
育
の
枠

組
み
を
超
え
た
生
涯
学
習
社
会
の
構
築
も

叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
要
請
に
応
え
な
が

ら
も
、
教
育
に
は
変
わ
る
も
の
と
、
変
え

て
は
な
ら
な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

◆
学
校
教
育

　
保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
特
色

あ
る
学
校
園
づ
く
り
を
推
進
す
る
よ
う
指

導
し
ま
す
。

　
少
人
数
等
の
新
学
習
シ
ス
テ
ム
の
活
用

や
多
様
な
学
習
方
法
の
工
夫
改
善
を
行
い
、

教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
人
材
も
活
用
し

て
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
は
、
自
ら
学

び
考
え
判
断
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
善
悪
の
判
断
力

か
ん
よ
う

を
培
い
、
道
徳
性
や
社
会
性
の
涵
養
に
努

は
ぐ
く

め
、
学
校
が
「
豊
か
な
心
を
育
む
場
」
と

な
る
よ
う
道
徳
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
読
書
活
動
の
一
層
の
充
実
や
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
の
情
報

活
用
能
力
向
上
と
家
庭
や
地
域
と
の
密
接

な
連
携
に
努
め
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
自
ら
心
身
の
健
康
の
保
持

増
進
を
行
う
よ
う
健
康
教
育
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

◆
教
職
員
の
資
質
の
向
上

　
教
育
公
務
員
と
し
て
の
使
命
感
と
倫
理

観
を
高
め
、
豊
か
な
人
間
性
の
涵
養
や
専

門
性
と
指
導
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
高
等
学
校
教
育
改
革

　
県
の
「
今
後
の
高
等
学
校
教
育
の
在
り

方
に
つ
い
て
」
に
基
づ
き
、
神
戸
第
一
学

区
と
の
統
合
を
推
進
し
ま
す
。

◆
学
校
園
の
施
設

　
精
道
小
学
校
の
校
舎
建
て
替
え
、
山
手

中
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
の
第
三
期
工
事
、

そ
の
他
各
学
校
園
の
施
設
設
備
の
改
善
を

行
い
ま
す
。

◆
社
会
教
育

　
生
涯
学
習
推
進
基
本
構
想
に
基
づ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
施
設
で
は
、
子
ど
も
や
親

子
を
対
象
と
し
た
体
験
教
室
等
の
事
業

を
行
い
ま
す
。

◆
家
庭
教
育

　
子
育
て
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
講
座
や

公
民
館
講
座
等
で
さ
ま
ざ
ま
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
ま
す
。

　
子
育
て
セ
ン
タ
ー
の
体
制
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
芦
屋
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
に
基
づ

き
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

　
平
成
十
八
年
開
催
予
定
の
第
六
十
一

回
国
民
体
育
大
会
に
向
け
て
準
備
委
員

会
を
中
心
に
進
め
ま
す
。

◆
文
化
振
興

　
各
種
文
化
事
業
の
開
催
、
美
術
博
物

館
等
に
て
各
種
展
示
・
研
究
・
普
及
活

動
を
進
め
ま
す
。

　
芦
屋
の
公
園
は
、
タ
ン
ポ
ポ
、

桜
、
ど
ん
ぐ
り
な
ど
季
節
を
感
じ

る
事
の
で
き
る
自
然
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
草
木
の
中
に
は

か
わ
い
い
小
動
物
た
ち
が
。
子
ど
も
た
ち
は
自
然
に
触

れ
る
事
で
五
感
が
刺
激
さ
れ
、
い
ろ
ん
な
発
見
や
遊
び

を
創
造
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
友
達
と
共
感
・
共
有

す
る
事
で
い
っ
そ
う
生
き
生
き
と
遊
び
が
広
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
気
に
触
れ
、
楽
し
く
遊
ぶ
と
食
欲
も
出
、

よ
く
眠
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
は
お
外
で
い
っ
ぱ

い
遊
ん
で
い
ろ
ん
な
体
験
を
し
て
ほ
し
い
。
た
く
さ

ん
友
達
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

そ
ん
な
思
い
で
公
園
マ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
た
。
便
利

な
グ
ッ
ズ
や
季
節
の
遊
び

を
載
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
あ
ー
公
園
マ
ッ
プ
を

片
手
に
子
ど
も
と
一
緒
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
児
童
課
・
公
立
保
育
所
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　

〜
お
そ
と
で
あ
そ
ぼ
う

　
　
と
も
だ
ち
つ
く
ろ
う
〜

公
園
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た

拡大・充実
現状維持
見直しのうえ継続
民間委託／民営化
統合／終期設定
廃止／休止

計

２次評価
(委員会)
１
29
63
4
１
0

98

１次評価
（課長）
30
31
31
5
１
0

◆
健
康
づ
く
り
の
推
進

　
健
康
意
識
の
向
上
と
、
母
子
保
健
お
よ
び
成

人
・
老
人
保
健
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
市
立
芦
屋
病
院

　
「
市
立
芦
屋
病
院
の
理
念
と
運
営
方
針
」

に
基
づ
き
、
経
営
の
循
環
サ
イ
ク
ル
を
確

立
し
、
効
率
化
に
努
め
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険

　
保
険
料
基
礎
賦
課
額
の
限
度
額
を
引
き

上
げ
、
保
険
料
の
前
納
報
奨
金
制
度
を
廃

止
し
ま
す
。

◆
高
齢
者
福
祉

　
「
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン
21(

第

三
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画)

」
に
基
づ

き
、
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
事
業
、
介

護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
、
家
族
介

護
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
事
業

　
「
第
二
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
確

保
に
努
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ー
ダ
ー

を
配
置
し
ま
す
。

◆
在
宅
福
祉

　
ハ
ー
ト
フ
ル
福
祉
公
社
を
は
じ
め
、
各

関
係
機
関
が
連
携
を
深
め
、
在
宅
介
護
支

援
体
制
の
安
定
と
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
子
育
て
支
援

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

環
境
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
「
芦
屋

市
建
築
物
安
全
安
心
実
施
計
画
」
を
推
進

し
、
建
築
物
に
対
す
る
的
確
な
指
導
や
誘

導
に
努
め
ま
す
。

◆
駐
輪
対
策

　
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対
策
を
進
め
、

Ｊ
Ｒ
芦
屋
駅
北
自
転
車
駐
車
場
等
の
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
上
水
道

　
六
麓
荘
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
お
け
る

送
・
配
水
管
の
整
備
工
事
を
行
い
、
六
麓

荘
浄
水
場
内
の
配
水
池
築
造
工
事
を
進
め
、

奥
山
浄
水
場
の
運
営
管
理
シ
ス
テ
ム
・
計

装
設
備
お
よ
び
管
理
棟
の
更
新
工
事
に
着

手
し
ま
す
。

　
貯
水
槽
設
置
者
に
管
理
指
導
を
行
い
ま
す
。

◆
下
水
道
事
業

　
六
麓
荘
地
区
の
整
備
事
業
の
継
続
と
雨

水
強
化
対
策
を
行
い
、
下
水
処
理
場
の
施

設
設
備
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

◆
芦
屋
市
霊
園
の
墓
地
使
用
者
の
募
集

　
約
二
百
二
十
区
画
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

◆
芦
屋
市
火
葬
場
の
建
て
替
え

　
平
成
十
六
年
二
月
か
ら
の
供
用
開
始
に

向
け
、
火
葬
棟
の
建
設
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

◆
あ
し
や
温
泉
の
整
備

　
温
泉
棟
外
壁
の
補
修
や
浴
室
の
塗
装
等

の
整
備
を
し
ま
す
。

供
に
努
め
ま
す
。

◆
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

　
個
人
情
報
の
保
護
に
万
全
を
期
し
つ
つ
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
、
カ
ー
ド

に
よ
る
転
入
届
等
の
手
続
き
の
簡
素
化
、

「
住
民
票
の
写
し
」
の
広
域
交
付
を
本
年

八
月
実
施
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

◆
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

　
電
子
自
治
体
の
実
現
に
向
け
て
情
報
通

信
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。

◆
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　
本
市
に
最
も
適
す
る
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
「
芦
屋
市
環
境
計
画
」
の
見
直
し
に
着

手
し
ま
す
。

　
緑
化
等
環
境
保
全
の
取
り
組
み
に
「
緑

化
等
環
境
保
全
事
業
助
成
金
」
を
交
付
し

ま
す
。

◆
自
動
車
公
害
対
策

　
国
道
四
十
三
号
お
よ
び
阪
神
高
速
三
号

神
戸
線
の
沿
道
環
境
を
調
査
し
、
環
境
改

□
教
育
委
員
会
以
外
の
事
業

◆
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

　
第
三
次
芦
屋
市
総
合
計
画
基
本
構
想
に

基
づ
き
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
南
芦
屋
浜
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　
マ
リ
ー
ナ
事
業
が
平
成
十
六
年
度
の
開

設
に
向
け
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
二
期
住
宅
分
譲
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

◆
総
合
公
園

　
北
部
区
域
約
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
供
用
を

開
始
し
ま
す
。
多
く
の
か
た
が
た
が
利
用

・
活
用
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
皆
様
と
と

も
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
景
観
形
成
事
業

　
景
観
地
区
指
定
を
進
め
、
景
観
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
等
に
よ
る
指
導
・
助
言
を
基
に
、

緑
ゆ
た
か
な
美
し
い
芦
屋
を
目
指
し
ま
す
。

◆
震
災
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業

　
西
部
第
二
地
区
の
早
期
完
成
を
目
指
し

ま
す
。

◆
山
手
幹
線
の
整
備

　
用
地
買
収
の
整
っ
た
区
域
か
ら
、
道
路

工
事
に
着
手
し
、
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

◆
建
築
行
政

　
建
築
物
の
安
全
性
の
確
保
と
良
好
な
住

◆
市
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

　
芦
屋
市
自
治
会
連
合
会

主
催
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
を
引
き
続
き
開
催
す
る

た
め
、
関
係
の
皆
様
と
協

議
し
て
い
き
ま
す
。

　
市
民
参
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
ま
す
。

◆
広
報

　
広
報
紙
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
広
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
行
政
情
報
の
提

快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る

都
市
づ
く
り

市
民
と
協
働
し
て
つ
く
る

自
立
し
た
行
政
基
盤
づ
く
り

人
と
文
化
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

教
育
委
員
会

善
対
策
を
国
等
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

◆
資
源
の
再
利
用

　
粗
大
ご
み
の
有
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
ェ

ア
や
無
料
の
リ
ユ
ー
ス
・
フ
ェ
ア
等
を
実

施
し
ま
す
。

◆
人
権
推
進

　
「
芦
屋
市
人
権
教
育
・
人
権
啓
発
に
関

す
る
総
合
推
進
指
針
」
に
基
づ
き
、
「
人

権
が
尊
重
さ
れ
る
共
に
生
き
る
社
会
」
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
商
工
行
政

　
消
費
者
動
向
調
査
お
よ
び
商
業
診
断
を

実
施
し
ま
す
。

　
「
活
力
あ
る
ま
ち
な
か
商
店
街
づ
く
り

促
進
事
業
」
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

◆
消
費
者
相
談

　
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

パ

イ
オ
ネ
ッ
ト)

を
相
談
業
務
に
活
用
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
連
絡
会
や
児
童
虐
待
防
止

連
絡
会
を
設
置
し
ま
す
。

◆
保
育
行
政

　
民
間
活
力
に
よ
る
新
た
な
保
育
所
の
設

置
や
市
立
保
育
所
の
民
営
化
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

◆
障
害
者
福
祉

　
「
芦
屋
市
障
害
者
（
児
）
福
祉
計
画
│

第
三
次
中
期
計
画
│
」
に
基
づ
き
、
諸
施

策
を
推
進
し
、
第
四
次
中
期
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　
支
援
費
制
度
へ
の
移
行
の
た
め
、
相
談

支
援
、
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

◆
低
所
得
者
対
策

　
個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

対
応
を
行
い
ま
す
。

評価結果の概要

行政評価の目的

行政評価とは

　平成15年第１回市議会定例会(平成15年２月21日)において、北村春江市長が表明しました施政方針
の概要をお知らせします。
　なお、藤原周三教育長から教育委員会の基本方針等について説明がありましたので併せてお知らせ
します。
　施政方針の全文は、市役所北館１階行政情報コーナー、市ホームページでご覧になれます。

　第１段階の目的は、財政健全化、組織効率化のための「効率的・効果的な資源配分」で
す。そのため「総合計画・予算編成・組織要員と連携した評価システム」づくりを進めると
ともに、「職員の意識改革」「情報公開による行政活動の透明性の向上」を目指しています。
　
　
　平成13年度に実施した事務事業の中から、98事務事業の試行評価に取り組みました。本市
では、各事務事業を所管する課長が１次評価を行うとともに、庁内に設置した委員会で２次
評価を行っています。

緑化等環境保全事業に助成

　市内で実施される緑化や植樹などの環境
保全事業の費用の３分の１の額(上限10万
円)を助成します。５月15日(木)まで環境管
理課にある所定の用紙でお申し込みくださ
い。
＊審査の上、助成金の交付(不交付)を決定
＊交付総額が予算額を超える場合は抽選
＊市が実施する事業、また緑化環境保全事
　業を業としているかたや他市・公共団体
　等の助成事業は、助成対象となりません

問い合わせ　環境管理課　138-2051

　事務事業の見直しの観点から評価対象を選んだ
結果、「見直しのうえ継続」が63事務事業と最も
多く、「民間委託」が４事務事業、「終期設定」
が１事業、「現状維持」が29事務事業、「拡大・
充実」は１事業となりました。
　評価結果の平成15年度予算への反映額は、17事
業で歳出減・歳入増あわせて約１億1,565万円と
なりました。

も
、
昨
年
十
二
月
の
時
点

に
お
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
登
録
人
口
と
外
国
人
登

録
者
数
を
合
わ
せ
、
市
制

施
行
以
来
初
め
て
九
万
人

を
超
え
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
市

民
の
皆
様
な
ら
び
に
関
係

各
位
の
ご
支
援
、
ご
尽
力

の
賜
物
と
、
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
十
五
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

徹
底
し
た
経
費
の
削
減
に
努
め
た
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
、
効
率

的
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
、
財
政
状

況
に
見
合
っ
た
行
政
規
模
、
体
質
の
改

善
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
施
策

　
「
第
二
次
芦
屋
市
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
」
に
基
づ
き
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

◆
国
際
交
流
事
業

　
芦
屋
市
国
際

交
流
協
会
設
立

十
周
年
記
念
事

業
や
協
会
主
催

の
「
フ
ィ
リ
ピ

ン
　
ス
ク
ー
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

事
業
を
支
援
し
ま
す
。

本会議で平成15年度の施政方針を表明する
北村春江市長

◆助成対象事業◆
①緑化・植樹事業
・壁面緑化事業(延長２m以上)
・駐車場緑化事業(２㎡以上の張芝)
・屋上緑化事業(植樹、芝・地被植物も可)
・記念植樹、シンボルツリー植樹事業
　(1.5m以上の樹木)
・その他緑化・植樹事業
②ビオトープの設置事業
③環境教育にかかる映像、パソコンソフト、
　図書の製作または購入
④その他環境保全に関する事業

問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

公民館 おしゃべり音楽会

スプリング・コンサート
日　時　４月26日(土)午後１時30分～３時
会　場　市民センター・音楽室　
出　演　明日香都(元宝塚歌劇団)、
　　　　福島洋一(ピアノ)、小橋潔(テノール)
曲　目　すみれの花咲く頃／愛の宝石／
　　　　慕情／煙が目にしみる　ほか
参加費　300円

申し込み　往復はがきに参加者全員の氏名・住所・電話
　　　　　番号を記入の上、４月12日(土)までに公民館へ

今後の方向性

日　時　４月20日(日)午後２時開演(午後１時30分開場)
会　場　ルナ・ホール
出　演　仲道郁代(ピアノ)、小森谷巧(ヴァイオリン)、舘市正克
　　　　(ヴァイオリン)、二宮隆行(ヴィオラ)、木村隆哉(チェロ)
曲　目　ベートーヴェン　ピアノ・ソナタ「月光」 　　　　
　　　　ショパン　バラード第１番ト短調Оｐ.23　ほか
料　金　前売り3,000円　当日3,500円　＜全席指定＞
　　　　※未就学児童の同伴、入場はご遠慮ください
チケット発売所　文化振興財団、市役所売店、大蓄芦屋店、チケットぴあ、
　　　　　　　　ＣＮプレイガイド、ローソンチケット、イープラス

あしやＮＯＷ(＊)　フォーカス芦屋「統一地方選挙に行こう！」
リピート９ｃｈ　(芦屋市民企画番組【再放送】)
　　　　　　　  「民話を読む～金兵衛車やけ車」
広報とりっきり(＊) 「図書館友の会子どもの部屋～マジックショー」

「三田谷学園学芸会」

芦屋リポート(＊) 「森の不思議　山と健康」
お知らせ文字放送 「救急当番医」「芦屋市の相談窓口」
西宮ライブラリー ふるさと昔話「えびすさまとうそつき男」
ニッポンみたまま(30分番組)
　「自分は大丈夫！…と言う前に～シルバー世代の交通安全対策」
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00
20

40

00
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■放送時間　午前６：00～午後０：00(上記の順に午前６時から２時間サイクルで９回繰り返し放送
　します)
■(＊)印の番組はビデオの貸出可
■広報チャンネル９ｃｈの番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006
■ＣＡＴＶ全般に関する問い合わせ　㈱ケーブルネット神戸芦屋(Ｊ－ＣＯＭ神戸・芦屋) 70120-13-8160
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仲道郁代

計画・予算�

プラン－PLAN

PDCA�
マネジメントサイクル�

改革・改善�

アクション－ACTION

実施・決算�

ドゥ－DO

点検・評価�

チェック－CHECK

問い合わせ　児童課　138-2045

子育てア・ラ・カ・ル・ト�

明日香 都

フィリピン スクール プロジェクト

まちづくり懇談会



お 知 ら せ�

がん

●芦屋病院健康教室「前立腺癌」
�＆�①「前立腺癌について」吉田隆夫
泌尿器科部長②「前立腺癌の治療薬につ
いて」谷畑之祥薬剤科主査③「質疑応答」
前田信之泌尿器科医長　�４月16日(水)
13時30分～15時　�芦屋病院外来棟５階
外科側(東側)ロビー　�総務課管理担当
●糖尿病教室「糖尿病はなぜおこるか」
　～インスリンの働き～
�４月11日(金)13時30分～15時　�芦屋
病院南病棟１階講義室　�金山良男副病
院長　�栄養科

●プレおや教室～５月後期クラス～
�＆�①５月７日(水)13時30分～15時30
分「お産のはじまりと進み方をイメージ
しよう」「帝王切開だったらどうなるの？」
「痛みをのがす呼吸法(運動できる服装)」、
②５月21日(水)13時30分～15時30分 「母
乳保育について」「先輩ママとの交流会」
(出産や育児の体験談を聞いたり、抱っこ
させてもらおう)　�保健センター　�母
子健康手帳、テキスト　�前期未受講の
かたのみテキスト代200円　�25人(要予
約)　	保健センター
●いきいき教室
�理学療法士、保健師による体操・健康
相談・レクリエーション・創作活動など
�潮見小学校内ゆうゆう倶楽部　�毎月
第３火曜日、９時30分～11時30分　�市
内在住の65歳以上のかたで、日常生活は
自立しているが外出する機会の少ないか
た(送迎はありません)

●肝炎ウイルス検査を実施：一生に１回
　です。対象者はぜひお受けください
　肝炎による健康障害の回避や、症状の
軽減、進行の遅延を目的に肝炎ウイルス
検査(Ｃ型肝炎ウイルス検査、ＨＢｓ抗原
検査)を市民健康診査と同時に実施します。
�平成15年４月～平成20年３月の毎月実
施している市民健康診査日と同じ(右記、
健康カレンダーに掲載)　�保健センター
�市内在住で40歳、45歳、50歳、55歳、
60歳、65歳、70歳のかた　�1,000円
●献血のお知らせ
�４月18日(金)10時～12時、13時～15時
30分　�保健センター

　環境処理センターの排ガス、焼却灰、
バグ灰(集塵機捕集灰)中のダイオキシン
類の測定調査を行いました。数値(平成14
年度測定値)は、法で規制された基準(規
制値)をすべてクリアしています。

×印は非回収日

その他不燃ごみ
カン
ビン・ペットボトル
カン
その他不燃ごみ

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５

６ ７ ８ ９ 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

＊町ごとに決められた曜日に出してください

回数
２回
１回

接種名
ポリオ

ツ反・ＢＣＧ

接種対象年齢
生後３～90カ月未満
生後３～48カ月未満

間隔
６週以上

接種月
５、11月
年６回

＜個別接種※いずれも一年を通じて接種できます＞

＜集団接種＞

回数
３回
１回

１回
１回
２回
１回
１回
１回
１回

保 健 セ ン タ ー
131-1586

ダイオキシン類測定結果
環境施設課　132-5391

4月不燃ごみ　収集カレンダー
環境サービス課　122-2155

※集団接種は保健センターで行います。日程は広報でお知らせします。
※個別接種は市内予防接種受託医療機関で受けてください。申込書は医療機関にあり
　ます。(必ず母子健康手帳を持参してください)
※市外の学校園に通学、通園されているかたも受託医療機関で受けてください。
※三種混合…ジフテリア、破傷風、百日咳。二種混合…ジフテリア、破傷風

予防接種のご案内　　 保健センター　131-1586

標準的接種年齢
生後６～12カ月
１期初回接種後
12～18カ月
小学校６年生
生後12～24カ月

３歳
４歳

小学校４年生
中学校３年生
生後12～36カ月

標準的接種年齢
生後３～18カ月
生後３～12カ月

芦　屋　病　院
131-2156

＊ng-TEQ/m3 Nは１m3 N中の含有量で10億分の1ｇ

単位：ng-TEQ/m3 N
区　分

排ガス(１号)
排ガス(２号)

測定日
５月10日
９月３日

測定結果
0.000077
0.0032

規制値

1

注１）バグ灰は薬剤処理をしているため、規制値
　　　は適用されません

＊ng-TEQ/gは1ｇ中の含有量で10億分の1ｇ

区　分
焼　却　灰
バ　グ　灰

測定結果
0.0037
0.21

規制値
３
注１

単位：ng-TEQ/g

測定日

９月４日

6

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より
大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の固
形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数値
が高いほど有機物が多い。

平成15年2月19日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　晴　れ
前々日　晴　れ

前　日　晴れ／曇り
前々日　雨／曇り

曇　り
7.9

晴れ／曇り
4.0

流入水
　16.6
　　7.3
　 102
　 152
62,000

処理水
　17.8　
　　6.6　
　2　
　　1.2　
　0　

流入水
　15.2
　　7.3
　   77
　122
38,000

処理水
　17.8　
　　6.7　
　1　
　0　
　0　

平成15年3月5日（水）

■日曜・祝日救急当番医
●内科・小児科　９：００～１７：００
　　　　休日応急診療所 1２１－２７８２
(芦屋市医師会医療センター内、公光町5-13 １階）

●歯科　９：００～１２：００
　　　　芦屋市歯科医師会 1２３－６４７１
４/６　藤田歯科診療所 1２５－０６４６
４/13　藤本歯科医院 1３１－４１９３
４/20　歯科松木医院 1２３－８８１１
４/27　マキハタ歯科医院 1２２－３２３３
４/29　村岡歯科 1３４－６４３０
５/３　小野歯科浜風診療所 1２３－６４７４

●夜間在宅輪番
＊金曜日20時～23時は下記のとおり。(　)内は診療科目
４/４　大谷整形外科クリニック(整) 1３４－７０７７
４/11　さわだクリニック(内) 1２３－７１１７
４/18　藤崎整形外科(整) 1３８－０１０７
４/25　永松クリニック(外) 1３２－３３９９
５/２　山下医院(内、外) 1２２－５１２４
＊金曜日23時～翌日７時、金曜日以外の20時～翌日７
　時は南芦屋浜病院(1２２－４０４０)

●耳鼻咽喉科・眼科の急病診療
　診療日…日曜・祝日、９時～16時
　場所…尼崎医療センター
　　　　（尼崎市水堂町3-15-20　106-6436-8701）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他
ツベルクリン反応検査
ツ反判定・BCG接種

妊婦お産の相談室（予約制）

新生児訪問指導

育児相談（無料）

なかよし育児教室（予約制）

4カ月児健康診査（無料）

1歳児健康診査（無料）

助産師による相談（無料）

出生連絡票返送者

主に乳児、母子健康手帳持参  身体計測  子育て相談

6～7カ月児  母子健康手帳持参（無料）

H14.12.1～15生まれ
H14.12.16～31生まれ

H14.4月生まれ

保健センター 　131-1586　阪神芦屋駅から北へ200m

21日　13：30～15：30

随時

委託医療機関で実施

28日・30日
13：30～14：30

3カ月～4歳未満児（母子健康手帳・申し込み
書・体温計持参・無料）

17日　9：30～10：30

28日　9：45～11：30

15・22日  13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

1歳6カ月児健康診査（無料） H13.10.1～15生まれ
H13.10.16～31生まれ

10・24日  13：15～14：00
場所：保健センター

3歳児健康診査（無料） H11. 12月生まれ3日　13：15～14：00
場所：芦屋健康福祉事務所

アレルギー相談（予約制） アトピー性皮膚炎、喘息等の相談7日　9：30～11：00

アレルギー健診（予約制） 小児を対象に医師による健診18日　13：00～14：00

在宅ねたきり予防訪問指導 在宅で40歳以上の療養者（無料）

在宅ねたきり者歯科訪問指導 在宅で60歳以上の寝たきり、準ずるかた（無料）

随時、保健センター
にお申込みください

市民健診
（肺がん検診40歳以上）

16歳以上→胸部X線・血圧・検尿（無料）
40歳以上→前記の他 心電図・血液検査（400
円）・歯科検診　妊婦→血液検査（予約制）

肝炎ウイルス検査 40・45・50・55・60・65・70歳のかた（1000円）

健康チェック（予約制） 35歳以上（成人病予防11項目5500円）6月分予約受付中　9：15～

骨粗しょう症健診
（予約制） 20歳以上（1000円）　超音波法5月分予約受付中

9：30～10：00

栄養相談（予約制） 小児から高齢者まで生活習慣病他（無料）15日　9：30～11：00

健康相談（予約制・無料） 成人を対象に医師による相談（無料）8・22日
13：00～15：00

胃がん検診（予約制） 35歳以上（1000円）3・10・17・21・24・28・
5/1日　9：15～10：30

子宮（頚部）がん検診
乳がん検診

30歳以上。子宮がん（1000円）
乳がん（400円）

随時（医療機関で診療
時間の午前中）

大腸がん検診 40歳以上（800円）、採便容器を渡し、とり方
の説明

受付随時　提出日：1・8・
15・22日　午前中

芦屋健康福祉事務所（芦屋保健所） 132-0707　国道2号線業平橋東へ150m

※市民健診、各種がん検診は70歳以上無料（要認印）

内　　　容 日　　時 対象・経費・その他

親と子の心の健康相談
（予約制）

8日
13：30～14：30

子育ての悩み、ことばの遅れ、しつけ相談
（児童精神科専門医）

療育相談（予約制） 10日
13：30～14：30

子どもの発達について、専門医による相談

検便（赤痢、O-157等）
水質検査

毎週月・火・水曜日
9：00～12：00

有料。特殊項目水質検査などは第1・3月曜日

一般健康相談　事業所検診
（電話予約制）

18日
13：00～14：00

有料。入学・就職時等の診断書作成、診察、尿・
血液検査、胸部X線、心電図、エイズ検査、Ｂ
型・Ｃ型肝炎ウィルス検査

こころの相談（予約制） 2・15日
13：30～14：30

老人の痴呆、うつ、ノイローゼ、不眠、
アルコール等の相談(精神科専門医）

アルコール依存症家族会 11日
10：00～12：00

アルコール問題に悩んでいる家族（要事前連絡）

21日
13：30～15：30

あじさいの会
（痴呆性老人家族会）

介護者のつどい
託老希望のかたは要事前連絡

対象：中等度以上の肥満、高血圧、高脂血症等3
種類以上の危険因子を有するかた、食物アレル
ギーにより除去食を余儀なくされているかた等

8日・15日
10：00～12：00

専門栄養相談（予約制）
（栄養表示基準についても含む）

4 /1  s  5 /5

貧血検査 16歳以上（130円）

8・5/2日
9：30～10：30

広報あしや● 2003 年（平成 15 年） 4 月 １ 日号　No.865

接種名
三種混合

二種混合
はしか
日本脳炎

風しん

接種対象年齢
１期初回 生後３～90カ月未満
(72カ月ぐらいまでに)

１期追加　生後３～90カ月未満
11歳以上～13歳未満
生後12～90カ月未満

１期初回　生後６～90カ月未満
１期追加 １期初回終了後１年
２期  ９歳～13歳未満
３期  14歳～16歳未満
生後12～90カ月未満

間隔
３～８週

１～４週

昭和54年４月２日～62年10月１日生まれのかたは９月30日までに１回接種できます

歯周病予防教室 16日　13：00～14：30
場所：歯科医師会館

歯の無料相談等

　血液検査前
　4時間絶飲絶食（ ）
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●凡例…�日時(日程)、�会場・場所、�内容、�対象・定員、�講師、�出演、�費用(記載の無い催しは無料)、�持ち物、	申し込み、
問い合わせ

て、あるいは 標準記録に達して県大会
以上に出場する場合、または選抜されて
全国大会以上に出場する場合)　�助成
額：いずれも規定により①年１回を限度
とし、派遣選手団の旅費の一部として連
合団体、単独団体別に助成②年１回を限
度とし、連合団体、単独団体別に助成
③激励費として各大会区分ごとに助成

◆スポーツ振興課からのお知らせ

体育館・青少年センター(131-8228)
【体育館トレーニング室利用者登録更新】
�４月１日～６月29日　�体育館・青少
年センター・トレーニング室　�旧登録
カード、在住者：住民票・保険証・免許
証等。在勤者：保険証・在職証明書・社
員証等。在学者は学生証・在学証明書
【健康教室第１期生募集】
�①ふれあい元気体操(低体力・運動初
心者対象のエアロビクス)②のびのび
チェア体操(座ったままリズムにあわせ
て楽しく体操)③エアロビクス・ファッ
トバーナー(脂肪燃焼を目的としたエア
ロビクス)　�４月24日から８月７日の
５月１日を除く毎週木曜日、①13時15分
～14時15分②14時30分～15時30分③４
月25日から８月８日の５月２日を除く毎
週金曜日、13時30分～14時30分　�体
育館・青少年センター・多目的室　�①
②久木田範行氏③福田聖子氏　�各20人
�7,500円(全15回)　	４月１日～10日、
11時～20時に電話で(１日は13時～、７
日は休館)。結果は郵送で通知

◆図書館の催し

図書館(131-2301)
【自動車文庫廃止について】
　自動車文庫は、現在の本館開館前に
は、貸出冊数の３分の１を占めるほど利
用されていましたが、施設の整備にとも
なって近年は逓減傾向が見られます。
　芦屋市は、財政健全化の取り組みとし
て自動車文庫を３月末で廃止しました。
返却・予約本の扱いについては、図書館
にご相談ください。
【こどもおはなしの会・絵本の会】
�４月５、12、19、26日(土)14時～15時
�図書館おはなしのへや、よみきかせの
へや　�３歳～小学生中心
【打出分室こどもおはなしの会】
�４月12日(土)15時～15時30分　�打出
教育文化センター１階和室　�４歳以上
(保護者参加可)
【金曜シネサロン】
�＆�４日「ゴジラＶＳビオランテ」、
11日「北北西に進路を取れ」、18日「わが
青春に悔いなし」、25日「裏窓」、いずれ
も金曜日、13時30分～　�図書館集会室

◆芦屋病院院内コンサ－ト
�４月13日(日)14時30分～15時30分　�
芦屋病院・外来棟５階ホ－ル　�春のコ
ンサート　�中村朋子(ソプラノ)、城村
奈津子(ピアノ)　
芦屋病院総務課管理
担当(131-2156)

◆芦屋市少年消防クラブ員募集
�市内在住の小学２～５年生の男女、先
着15人　�一日体験消防士など　	４月
14日(月)から予防課へ　
消防本部予防
課(138-2098)

◆国際交流協会からのお知らせ

国際交流協会(134-6340)
【第71回ＡＣＡトワイライトコンサート
スプリング・ウィンズ】

�４月18日(金)18時～19時　�ラ・モー
ル芦屋１階広場　�Opus.23　�丘をわ
たる風のように、セーターほか
【第62回ＡＣＡセミナー】
�４月11日(金)18時30分～20時　�国際
交流協会　�マヤの人々の暮らし　�古
谷桂信氏(フォト・ジャーナリスト)

◆社会福祉協議会からのお知らせ
	＆
社会福祉協議会(132-7530)
【高齢者こころの相談・健康相談】
�４月９日(水)、17日(木)14時～16時　
�福祉会館
【お茶のみ友達相談】
�４月19日(土)９時30分～11時30分　�
福祉会館　�男性60歳、女性55歳以上の
独身のかた
【第１００回高齢者「会食懇談会」】
�４月10日(木)12時～　�老人福祉会館
�市内在住の70歳以上のかた、先着40人
�500円　	４月２日(水)から社会福祉
協議会へ
【高齢者体操教室受講生募集】
�５月９日～平成15年２月20日、毎週金
曜日(全37回)、10時～11時30分　�老人
福祉会館・大広間　�市内在住満60歳以
上で初受講者40人　�2,000円(社協会員
1,000円)　	４月10日(木)10時から印鑑
持参で窓口へ

◆ＪＩＣＡボランティア募集説明会
�青年海外協力隊／日系青年(20歳～39
歳)、シニア海外ボランティア(40歳～69
歳)、日本国籍をもつ心身ともに健康なか
た　�４月19日(土)14時30分～16時30分
�ＪＩＣＡ兵庫国際センター(神戸市中
央区脇浜海岸通1-5-2)　＊ほかの日時、
会場もあり。詳細は下記へ　	４月10日
～５月20日＜消印有効＞　
国際協力事
業団(ＪＩＣＡ)兵庫国際センター(1078-
261-0352)

２/10～３/９までの受入順(敬称略)
芦屋ハートフル福祉公社取り扱い分
●１万円、匿名　●１万円、匿名　●
オーブンレンジ(５万円相当)、匿名　●
10万円、沖房子
社会福祉協議会取り扱い分
●３千円、市民Ｋ
〔善意銀行預託〕
●３万4,203円、阪神南県民局

◆コミュニティ課からのお知らせ
	＆
コミュニティ課(138-2007)
【毎月第２火曜日は公正証書相談の日】
�４月８日(火)13時～16時　�コミュニ
ティ課相談室　�公正証書に関する相談
【毎月第３水曜日は行政相談の日】
�４月16日(水)13時～16時　�コミュニ
ティ課内　�国の行政に関する意見等

◆上宮川文化センター／児童センターの催し

上宮川文化センター(122-9229 〒659-
0061 上宮川10-5)
＜シネポケット“ひゅーまん”＞
�＆�４月９日「ぼくは歩いてゆく」／
16日「みんなのいえ」／23日「ショコ
ラ」／30日「天国の約束」、いずれも水
曜日13時30分～　�上宮川文化セン
ター・視聴覚室　�先着30人　
＜A小学生トランポリン教室＞
�４月～平成16年２月、月３回月曜日
(全30回)、１・２年生：15時15分～16
時、３・４年生：16時～16時45分　�上
宮川文化センター・ホール　�トランポ
リンで基礎体力と平衡感覚を養う　�小
学１年生７人、２・３年生若干名
＜B親子ミニトランポリン教室＞
�５月～12月、月３回火曜日(全20回)①
14時15分～15時15分②15時30分～16時
30分　�上宮川文化センター・ホール　
�音楽に合わせ、ジョグ(器具)の上で楽
しく体を動かす　�３歳児(４月１日現
在)と保護者、①②各12組　※弟、妹の
同伴不可　�4,000円
	ABいずれも、はがきに教室名(１教
室につき１枚)、希望クラス、住所、氏
名、生年月日(学年)、電話番号を記入
し、４月７日(月)＜必着＞までに児童セ
ンターへ(応募者多数の場合抽選)
＜女性トランポリン教室＞
�４月～６月の月曜日(全８回)14時～15
時　�上宮川文化センター・ホール　�
市内在住の女性10人　�1,500円　	４
月３日(木)９時30分から電話受付
＜歌声ひろば募集＞
�４月～平成16年３月、月２回水曜日(全
20回)10時～11時30分　�上宮川文化セン
ター・視聴覚室　�市内在住の母親10人
�発声練習、童謡ほか　�月額500円　
	４月３日(木)９時30分から電話受付
＜歌声ひろば発表会＞
�４月２日(水)14時～15時　�上宮川文
化センター・ホール　�さくらコーラス
の発表会　	当日直接会場へ
＜親子ひろば参加者追加募集説明会＞
�４月４日(金)10時30分　�児童セン
ター　�５月から週２回、10時～11時30
分に開催　�３歳児(４月１日現在)と保
護者４組(応募者多数の場合抽選)　�年
額12,000円　	当日直接会場へ

◆障害福祉課からのお知らせ

障害福祉課(138-2043 FAX38-2178)
【４月障害者相談日】
�毎週金曜日13時30分～　�福祉事務所
相談室　�第２週：知的障害、その他の
週：身体障害
【身体障害者移動相談】
�４月25日(金)９時30分～　�西宮市総
合福祉センター　�身体障害者手帳所持
の肢体不自由者
【点字・音訳の広報等発行事業利用登録】
�文字による情報の入手が困難な視覚障
害者のかたに、市の広報等を点訳・音訳
により定期的に提供　	障害福祉課へ

◆交通遺児就学激励金
�芦屋市社会福祉「友愛」基金より就学
激励金、小・中学生：月額5,000円、高
校生：月額10,000円を支給　�交通事故
により保護者を失い、市内に住所を有す
る小・中・高校生　�支給月：毎年９
月、翌年３月の２回に分けて当該月まで
の分を銀行口座へ支給　	＆
児童課
(138-2045)

◆芦屋市奨学金申請時期の変更
　平成15年度から芦屋市奨学金の申請は
４月から６月へと変更になります。申請
時期を変えたことにより、これまで前々
年分の所得で審査していましたが前年分
の所得で審査することになります。
　詳しくは「広報あしや」６月１日号を
ご覧ください。

教育委員会総務課(138-2085)

◆子育てホットライン
�乳幼児期の子育て相談。専門の相談員
が応じます　	子育てホットライン(1/
FAX31-0611)　�月曜日～土曜日(祝・休
日、年末年始を除く)、10時～17時、左
記以外は留守番電話またはファクスで　

子育てセンター(131-8006)

◆本の交換会
�４月９日(水)・10日(木)10時～16時　
�市民センター・常設展示場　�読み終
えた本　
公民館(135-0700)

◆スポーツ青少年課からのお知らせ

スポーツ・青少年課(122-7910)
【芦屋市スポーツ賞の表彰】
�６月21日(土)　�公認の広域スポーツ
大会で平成14年度中に第３位以内の成績
を収めた個人　	４月25日(金)までにス
ポーツ・青少年課へ。＊平成14年度にス
ポーツ活動助成金を受けたかたは別途連
絡します
【芦屋市スポーツ活動助成金交付制度】
　スポーツ振興を目的とする事業に出場
する市民に対し、助成金を交付します。
�交付種目①国際交流事業(市内の24歳
以下の青少年が外国の国民とスポーツ交
流大会等を通じ、相互理解と友好を深め
る事業)②国内交流事業( 国または地方公
共団体、(財)日本体育協会・(財)日本レ
クリエーション協会・(財)日本身体障害
者スポーツ協会とその傘下団体、学校体
育関係団体が主催する交流大会で交流の
ため選手を派遣する場合あるいは市内で
交流大会を行う場合)③各種大会選手派
遣事業(主催者が②の団体で、予選を経

４月10日・17日(木)はラポルテ本館が
休館日のため市民サービスコーナー
(131-3130 本館３階)は休業します。開
業日の執務時間は９時～17時15分で
す。９時～10時は東側階段またはシー
スルーエレベーターをご利用ください。

　「2003年の芦屋川のさくらと芦屋さくらまつり」をテーマに
あなたが見つけた、そして感じた写真を出品してください。

普通救命講習会

問い合わせ
消防本部警防課救急担当　132-2345

芦屋さくらまつり写真コンクール

問い合わせ　芦屋観光協会(経済課内)　138-2033

繁殖期のカラス、イノシシに注意

　カラスは、３月から７月頃が繁殖期で、公園の高木
や街路樹、電柱等に巣をつくります。この時
期カラスが激しく鳴くのにもかかわらず、そ
の場に長くいると、攻撃してくる場合があり
ますので、すぐにその場を離れてください。

イノシシは、４月～６月頃に５～６頭を出産します。
イノシシは通常、他の動物を襲うことは
ありませんが、子連れの母親や手負いの
イノシシは襲ってくる場合がありますの
で注意が必要です。イノシシが近づいてきたら、イノ
シシの方を向きながらゆっくり後ずさりしてください。

問い合わせ　経済課　138-2033

規　格　カラープリント 四つ切り(ワイド、組写真不可)
　　　　デジタルカメラＡ４サイズ
　　　　作品の応募数　２点以内
申し込み　経済課、市民センター、ラポルテ市民

サービスコーナー、さくらまつり縁日
会場(芦屋観光協会コーナー)にある応募
用紙で４月21日から25日までに芦屋観光協会へ

賞　最優秀賞(芦屋市長賞)１点、優秀賞(芦屋市商工会会長賞)
　　ほか２点、入選30点

日　時　４月26日(土)午後１時30分～
　　　　４時30分　
会　場　消防本部２階会議室
内　容　心肺蘇生法、大出血時の止
　　　　血法ほか　
講　師　救急救命士・救急隊員
定　員　先着30人
＊受講者には「修了書」を交付
＊グループでの申し込みは随時受付

ご�

な�い�

ん�あ�ご�

な�い�

ん�あ�

お   し   ら   せ

寄　　　付

体育館・青少年センター競技場開放日
�４月12日、26日(土)10時～17時(１時
間単位)　�市内の青少年、保護者(小
学３年生以下は保護者同伴)　�卓球、
バドミントン　�上履き　
体育館・
青少年センター（131-8228）
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【丹波の朝採り有機野菜市】
�４月２・16・30日(水)10時30分～
�＆
ワークホームつつじ・藤川
(122-7044)

【環境にやさしいケナフの種の配布】
�４月５日(土)10時～12時　�市民
センター・303Ａ室　�先着順。土
壌改良に役立つ「ＥＭぼかし」も同
時販売　
あしやエコクラブ・正
(123-2668)

【浜風の家の催し】
�①いきいき遊び塾(ゴムで走る
レースカー)②子ども絵画教室③１
日工作教室(パタパタびょうぶ)④絵
本のよみきかせ会21⑤コンピュータ
講座(入学祝いメッセージ)⑥カプラ
積木であそぼう⑦絵本のよみきかせ
会22
�①４月５日(土)13時30分～15時30
分②６日(日)10時～11時30分③12日
(土)13時30分～15時④13日(日)10時
30分～⑤16日(水)13時30分～14時45
分⑥26日(土)13時30分～15時30分⑦
27日(日)10時30分～　�＆
浜風の
家(135-5700)

【肥満や高脂血症を健康体操で改善
しませんか】
�４月８日・15日・22日(火)13時～
14時30分　�体育館・青少年セン
ター　�１カ月1,500円　�運動し
やすい服装、シューズ　
一期の
会・桃坂(134-7617)

【母と子のいこいの部屋】
�４月８・15・22日(火)10時～11時
30分　�図書館・集会室　�０歳～
未就学児と保護者　�母と子が絵本
や紙芝居を通しておはなしに親しむ

バルーン・津田(132-2610)

【折り紙教室】
�４月９日(水)10時～12時　�図書
館・集会室　�折り紙、はさみ、の
り　�＆
段谷(134-2546)

【ライブラリーコンサート
　～ソプラノとバリトンの夕べ～】
�４月12日(土)18時30分開演　�図
書館・エントランスホール　�愛の
喜びは(マルティーニ)ほか　�林香
世(ソプラノ)、青木耕平(バリトン)、
高島未佳子(ピアノ)　
図書館友の
会(123-1746)

【中高生のためのやすらぎの部屋】
�４月12・26日(土)13時～16時30分
�図書館・集会室　�中学・高校生

ヨッシーくらぶ・守上(1 2 3 -
6854)

【市民ハイキング】
�４月13日(日)８時35分～　�阪急
芦屋川駅北広場集合→夙川→北山公
園→奥池　�400円　�弁当等　


芦屋登山会・大山(131-1923)

【舞楽無料講演会】
�４月13日(日)13時～15時　�市民
センター・多目的ホール　�伝統芸
能「舞楽」の解説と舞の実演　	当
日直接会場へ　
女人舞楽原笙会
(123-1886)

【おはなし作りの部屋】
�４月16・23・30日(水)10時～12時
�図書館・集会室　�作品の制作、
人形劇の練習　
ぷりん・岡山
(131-6801)

【芦屋川カレッジ「学友会」入会募集】
�４月14日(月)10時～11時30分　�

ルナ・ホール　�年会費2,000円　

川下(122-8805)

【芦屋市長選挙公開討論会】
�４月17日(木)19時～21時　�ル
ナ・ホール　�600人　
(社)芦屋青
年会議所(132-0522 月・水・金)

【第２００回記念 富田砕花研究会】
�遺作「歌風土記・兵庫県」講読　
�４月17日(木)13時30分～15時30分
�市民センター・203室　�宮崎修
二朗　�600円(3カ月)　
富田砕花
研究会・坂野(106-6765-9779)

【ギャラリーボランティア講座】
�４月18日(金)13時30分～15時30分
�美術博物館・講義室　�一歩進ん
だ美術鑑賞術パート２　�美術博物
館・倉科勇三学芸員　�500円(入館
料含む)　	＆
おもしろプランニ
ング・毛利(123-6233)

【あしや文学同好会新講座】
�①芭蕉の思想・芭蕉の生き方②
「史記」で読む始皇帝　�毎月①第
４月曜日②第３土曜日、いずれも10
時～11時30分　�市民センター・講
義室　�①堀信夫氏②岸田知子氏　
	当日直接会場へ　�7,800円(６カ
月分)　
高津(122-7801)

【現代国際巨匠絵画展】
�４月19日～21日、10時～19時　
�ラポルテホール　
芦屋みどり福
祉作業所・大沢(131-4001)

【お能一日体験講座】
�①２歳～小学生②大人　�４月24
日(木)、①15時～16時②17時～18時
�アトリエ・ゾネ(呉川町)　�①
500円、付き添い500円②1,000円　
�上田大介氏(観世流準職分)　


ギャラリー藤(122-3826)

【芦屋市民ゴルフデー】
�４月25日・５月23日(金)　�市内
在住在勤満20歳以上、先着120人　
�12,910円(キャディ付、税別)　	

往復はがき(１枚で４人まで)で下記
へ　
芦屋カンツリ－倶楽部(131-
0501  〒659-0002 奥山1-25)

【よみうり読書　芦屋サロン】
�最年少で芥川賞を受賞した作家・
平野啓一郎さんを囲んで　�４月30
日(水)14時～　�ルナ・ホール　
�300人　	はがきかファクスで、
４月18日(金)までに郵便番号・住
所・氏名・年齢・電話番号を明記し
下記へ　
読売新聞大阪本社「芦屋
サロン」事務局(1 06-6881-7190
FAX 06-6881-7191 〒530-8551 大阪市
北区野崎町5-9)

【読売映画試写会・芦屋プレビュー】
�「めぐりあう時間たち」(2002年、
115分)　�５月８日(木)18時開場　
�ルナ・ホール　�600人(抽選)　
	はがきで、４月22日(火)までに郵
便番号・住所・氏名・年齢・職業を
明記し右記へ　
読売新聞大阪本社
事業開発部「芦屋プレビュー」係
(106-6366-1847 〒530-8551 大阪市
北区野崎町5-9)

【レッツトライ! エンジョイテニス】
�①キッズテニスレッスン②ジュニア
テニスレッスン　�５月18日(日)①
９時30分～11時②11時～12時45分
＜雨天中止＞　�芦屋公園テニスコー
ト　�500円　	指定の申込用紙で

芦屋市テニス協会(122-3852)

古
代
の
氏
族
と
役
所
か
ら
み
た
芦
屋
　
１

緑保育所の子どもたちの感謝の気持ちで

す

　
芦
屋
の
地
名
は
、
今
か
ら
千
二
百
年
以
上

も
前
に
さ
か
の
ぼ
る
奈
良
時
代
に
出
発
点
が

あ
り
ま
す
。

　
当
時
の
よ
う
す
は
詳
し
く
わ
か
っ
て
い
ま

し
ょ
う
そ
う
い
ん
も
ん
じ
ょ

し
ょ
く
に
ほ
ん
ぎ

せ
ん
が
、
『
正
倉
院
文
書
』
や『
続
日
本
紀
』

あ
し
や

な
ど
に
「
葦
屋
」
を
冠
す
る
人
名
が
た
び
た

び
登
場
す
る
の
で
、
親
し
み
を
お
ぼ
え
る
人

も
多
い
よ
う
で
す
。

　
日
本
古
代
史
で
は
、
氏
族
の
研
究
が
盛
ん

で
す
が
、
芦
屋
地
方
の
古
代
氏
族
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
渡

来
人
の
一
族
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
彼

ら
が
生
活
し
て
い
た
場
所
や
墓
地
な
ど
が
中

央
の
政
治
動
向
を
示
す
文
献
に
は
書
か
れ
て

い
な
い
か
ら
で
す
。

　
一
方
、
芦
屋
の
ま
ち
で
は
遺
跡
発
掘
が
各

所
で
行
わ
れ
、
古
代
律
令
国
家
の
こ
ろ
の
村

や
寺
、
役
所
な
ど
に
関
す
る
土
中
か
ら
の
情

報
が
数
多
く
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
寺
田
遺
跡
や
三
条
九
ノ
坪
遺
跡
、
芦

屋
廃
寺
跡
な
ど
、
集
落
遺
跡
や
古
代
寺
院

の
発
掘
が
著
し
く
進
み
、
膨
大
な
調
査
資

料
が
出
土
品
の
形
で
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

発
掘
調
査
で
出
土
す
る
も
の
は
、
家
や
墓

や
道
路
な
ど
の
遺
構
と
そ
こ
か
ら
見
つ
か

る
食
器
や
道
具
、
銅
鐸
や
鏡
な
ど
の
遺
物

に
分
か
れ
ま
す
が
、
主
と
し
て
考
古
学
が

研
究
対
象
に
し
て
い
ま
す
。
考
古
学
は
、

こ
う
し
た
遺
構
や
遺
物
の
年
代
を
型
式
の

進
化
や
退
化
な
ど
を
把
握
し
て
相
対
化
し
、

前
後
関
係
の
形
で
年
代
を
特
定
し
ま
す
。

自
然
科
学
の
力
を
借
り
て
、
絶
対
年
代
や

材
質
・
環
境
と
い
っ
た
問
題
に
も
挑
戦
し

ま
す
。

　
芦
屋
は
、
古
代
の
阪
神
地
方
の
政
治
・

文
化
の
中
心
地
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
風

に
言
え
ば
、
県
庁
の
所
在
地
と
み
て
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
文
献
史
料
を
分
析
す

　
突
然
の
珍
客

業
平
町
　
内
田
　
　
巌

る
古
代
史
と
出
土
品
を
相
手
に
し
て
い
る

考
古
学
は
、
一
見
違
う
分
野
に
見
え
ま
す

が
、
歴
史
を
復
元
す
る
上
で
常
に
表
裏
の

関
係
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
八
回
の
連
載
を
通
し
て
、
古

代
芦
屋
の
氏
族
や
役
所
の
成
り
立
ち
な
ど

を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
古
代
史
と
考
古

学
の
接
点
か
ら
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
芦

屋
の
歴
史
像
や
地
域
像
が
浮
き
彫
り
に
さ

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

て
き
た
か
と
思
え
ば
、
あ
っ
と
い
う
間
に

去
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
ょ
う
し
ょ
う

ま

か
え

　
緋
連
雀
　
蕭
々
と
去
り
　
復
た
還
ら
ず

内　　容　市内の情景・出来事を題材にした写真
応募方法　プリント(４切りまで)した写真の裏に、撮影日時・撮影場所、

住所・氏名・電話番号、状況説明(100字程度)を別紙に明記し
添付の上、広報課へ。応募は撮影者に限ります。応募作品は
返却しません。

※その他　採用されたかたには、写真集『芦屋今むかし』を進呈。
　　　　　採用された写真は、広報紙等に使用することがあります。

広報紙等に使用する写真を募集します

問い合わせ　広報課　138-2006(〒659-8501  精道町7-6)

芦屋の古代の食器

緋連雀の群れ


